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河
川
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

安
倍
総
理
は
、
第
二
百
一
回
国
会
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
「
昨
年
の
台
風
十
九
号
で
は
、
八
ツ
場
（
や
ん
ば
）
ダ
ム

が
利
根
川
の
被
害
防
止
に
役
立
ち
ま
し
た
。
水
力
発
電
や
農
業
用
水
な
ど
を
目
的
と
す
る
ダ
ム
に
つ
い
て
も
、
緊
急
時
に
は
省

庁
の
縦
割
り
を
打
破
し
、
一
元
的
に
活
用
す
る
た
め
の
対
策
を
、
全
て
の
一
級
河
川
を
対
象
に
、
こ
の
夏
ま
で
に
取
り
ま
と
め

ま
す
。
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
教
訓
を
活
か
し
、
全
国
で
、
川
底
の
掘
削
、
堤
防
の
整
備
、
無
電
柱
化
を
進
め
ま
す
。
」
と
い
う

方
針
を
示
さ
れ
た
。
こ
れ
自
体
は
素
晴
ら
し
い
方
針
と
思
料
す
る
。 

 

一
方
で
、
一
級
河
川
富
士
川
水
系
早
川
支
流
雨
畑
川
に
は
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
所
有
の
雨
畑
ダ
ム
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
国
土
交
通
大
臣
よ
り
同
社
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
水
利
権
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
雨
畑
ダ
ム
の
貯
水
池
お
よ
び
上

流
部
に
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
時
点
で
土
砂
千
五
百
六
十
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
が
堆
砂
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
以
下
質
問
す
る
。 

一 

河
川
法
第
四
十
四
条
は
、
「
河
川
の
状
態
が
変
化
し
、
洪
水
時
に
お
け
る
従
前
の
当
該
河
川
の
機
能
が
減
殺
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
場
合
」
、
ダ
ム
の
設
置
者
に
対
し
て
、
河
川
管
理
者
の
指
示
に
従
い
、
当
該
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

を
設
け
、
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
措
置
を
と
る
義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
河
川
の
状
態
が
変
化
し
、
洪
水
時
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に
お
け
る
従
前
の
当
該
河
川
の
機
能
が
減
殺
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
河
道
貯
留
の
減
少
、
洪
水

伝
播
速
度
の
増
大
お
よ
び
背
水
・
背
砂
の
影
響
と
い
う
三
つ
の
場
面
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
う
ち
、
背
水
・
背
砂
の
影
響
に
関
し
て
は
、
同
条
の
指
示
の
基
準
と
し
て
、
河
川
法
施
行
令
第
二
十
四
条
第
一
号
に

お
い
て
、
「
当
該
ダ
ム
の
設
置
に
伴
う
上
流
に
お
け
る
河
床
又
は
水
位
の
上
昇
に
よ
り
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
堤
防
の
新
築
又
は
改
築
、
低
地
の
盛
土
、
河
床
の
し
ゆ
ん
せ
つ
、
貯
水
池
末
端
附
近
に
お

け
る
自
然
排
砂
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
予
備
放
流
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
措
置
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。 

 
 

雨
畑
ダ
ム
の
貯
水
池
お
よ
び
上
流
部
は
、
堆
砂
が
千
五
百
六
十
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ん
で
お
り
、
ダ
ム
上
流
部
の

雨
畑
川
の
河
床
が
上
昇
し
、
令
和
元
年
十
月
の
台
風
十
九
号
で
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
土
堤
防
の
崩
壊
、
本
村
地
区
の
浸
水

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。 

 

１ 

こ
の
よ
う
な
状
況
は
「
当
該
ダ
ム
の
設
置
に
伴
う
上
流
に
お
け
る
河
床
又
は
水
位
の
上
昇
に
よ
り
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
」
に
該
当
し
、
「
河
川
の
状
態
が
変
化
し
、
洪
水
時
に
お
け
る
従
前
の
当
該
河
川
の
機
能
が
減
殺
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
場
合
」
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
す
る
判
定
基
準
な
ど
は
あ
る
の
か
。 
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２ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
に
対
し
て
、
河
川
法
第
四
十
四
条
に
基
づ
く
指
示
を
行
っ
た
か
。
行
っ
て

い
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
は
何
か
。 

二 

日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
と
、
令
和
元
年
十
二
月
二
十
日
の
第
二
回
雨
畑
地
区
土
砂
対
策
検

討
会
に
お
い
て
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
か
ら
、
第
一
段
階
（
常
時
満
水
位
以
上
の
堆
積
土
砂
の
除
去
）
、
第
二
段
階
（
過

去
最
大
規
模
の
土
砂
流
入
で
も
対
応
で
き
る
ポ
ケ
ッ
ト
造
成
）
と
い
う
搬
出
目
標
が
提
示
さ
れ
た
と
あ
る
。 

 
 

こ
の
際
の
堆
砂
土
砂
の
除
去
量
及
び
時
期
は
、
同
会
議
に
構
成
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

の
資
料
に
よ
る
と
、
第
一
段
階
が
令
和
四
年
三
月
末
ま
で
に
約
三
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
第
二
段
階
が
令
和
七
年
三
月
末
ま

で
に
さ
ら
に
三
百
万
か
ら
四
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
ま
た
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
搬
出
目
標
以
外
に
も
、
国
土

交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
か
ら
、
過
去
最
大
規
模
の
土
砂
流
入
が
生
じ
た
場
合
で
も
計
画
堆
砂
量
を
上
回
ら
な
い
容
量
ま
で

土
砂
を
撤
去
す
る
こ
と
が
対
応
例
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
同
社
は
第
三
段
階
に
向
け
て
専
門
機
関
と
共
同
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
が
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
負
担
す
べ
き
費
用
の
問
題
な
ど
に
よ
り
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
は
十
分
に
想

定
で
き
る
。
国
土
交
通
大
臣
が
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
提
示
し
た
搬
出
目
標
が
適
切
に
実
行
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
実
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施
を
確
保
す
る
た
め
に
何
か
し
ら
取
り
う
る
措
置
は
あ
る
の
か
。 

三 
河
川
法
第
十
八
条
は
、
河
川
管
理
者
に
対
し
て
、
工
事
原
因
者
に
対
す
る
工
事
の
施
行
命
令
を
規
定
す
る
。
日
本
軽
金
属

株
式
会
社
が
、
負
担
す
べ
き
費
用
の
問
題
な
ど
に
よ
り
自
ら
提
示
し
た
搬
出
目
標
を
実
現
し
な
い
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大

臣
は
同
社
に
対
し
て
、
河
川
法
第
十
八
条
に
基
づ
く
施
行
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

四 

日
本
軽
金
属
株
式
会
社
が
、
河
床
の
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
に
関
し
て
負
担
す
べ
き
費
用
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
自
ら
提
示
し

た
搬
出
目
標
を
実
現
し
な
い
場
合
、
国
土
交
通
大
臣
は
同
社
に
対
し
て
、
河
川
法
第
七
十
五
条
に
基
づ
く
水
利
権
の
許
可
の

取
り
消
し
を
し
た
う
え
で
、
ダ
ム
撤
去
に
よ
る
河
川
の
原
状
回
復
な
ど
の
命
令
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。
ど
の
よ
う
な
場
合

に
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
基
準
な
ど
は
存
在
す
る
の
か
。 

五 

日
本
軽
金
属
株
式
会
社
が
、
河
床
お
よ
び
ダ
ム
の
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
に
関
し
て
負
担
す
べ
き
費
用
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、

破
産
な
ど
し
て
、
法
人
が
消
滅
し
、
水
利
権
の
保
有
者
で
あ
り
ダ
ム
の
管
理
者
が
法
人
と
し
て
消
滅
す
る
こ
と
も
十
分
に
想

定
さ
れ
る
。
河
川
法
は
、
こ
の
よ
う
に
水
利
権
の
保
有
者
で
あ
り
、
ダ
ム
の
管
理
者
が
法
人
と
し
て
存
在
し
な
く
な
っ
た
場

合
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
る
の
か
。
一
級
河
川
に
設
置
さ
れ
た
民
間
企
業
所
有
ダ
ム
の
上
流
部
お
よ
び
貯
水
池
に
お
け
る

土
砂
の
搬
出
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
関
連
し
て
、
河
川
法
第
七
十
五
条
に
基
づ
く
水
利
権
の
許
可
の
取
り
消
し
お
よ
び
行
政
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代
執
行
な
ど
の
よ
う
な
形
で
、
安
倍
総
理
が
施
政
方
針
演
説
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
国
が
自
ら
「
川
底
の
掘
削
」
を
実
施

す
る
こ
と
は
法
律
上
可
能
か
。 

六 

河
川
法
第
二
十
三
条
の
「
流
水
の
占
用
」
と
い
う
概
念
は
、
あ
る
特
定
目
的
の
為
に
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
公
共
用
物
た
る
河
川
の
流
水
を
排
他
的
・
継
続
的
に
使
用
す
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
流
水
占
用
の
許
可
は
、
公
水
た
る
河
川
の
流
水
を
許
可
さ
れ
た
範
囲
内
で
私
的
に
使
用
す
る
権
利
（
流
水
に
対
す
る
一

面
的
な
権
利
）
を
付
与
す
る
に
す
ぎ
ず
、
流
水
を
所
有
す
る
（
流
水
に
対
す
る
全
面
的
な
支
配
権
）
を
付
与
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
は
、
河
川
法
第
二
十
三
条
に
基
づ
き
、
複
数
の
発
電
所
に
つ

い
て
、
水
利
権
の
許
可
を
受
け
て
い
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
許
可
申
請
書
に
お
い
て
水
利
使
用
の

目
的
は
「
水
力
発
電
」
と
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
特
定
の
発
電
所
の
水
利
使
用
計
画
書
の
中
で
は
「
電
力
は
ア
ル
ミ
精
錬
上

重
要
な
も
の
で
あ
り
」
な
ど
と
言
及
さ
れ
て
お
り
、
別
の
発
電
所
の
水
利
使
用
計
画
書
の
中
で
は
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
製
、

加
工
を
は
じ
め
と
し
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
関
連
製
品
の
製
造
加
工
」
な
ど
と
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
や
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
関
連
製
品
の
製
造
加
工
の
た
め
の
水
力
発
電
目
的
で
水
利
権
の
付
与
を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
同
社
は
、
既
に
静
岡
市
清
水
区
内
に
あ
る
蒲
原
製
造
所
で
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
練
は
終
了
し
て
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い
る
と
さ
れ
、
同
社
が
水
力
発
電
施
設
に
よ
っ
て
発
電
し
た
電
力
の
一
部
を
中
部
電
力
に
売
電
し
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

 

１ 

「
流
水
の
占
用
」
を
規
律
す
る
特
定
目
的
が
終
了
ま
た
は
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
流
水
の
占
用
の
許
可
は
消
滅
す
る
と

考
え
ら
れ
な
い
か
。
特
定
目
的
の
終
了
ま
た
は
消
滅
に
よ
り
、
流
水
の
占
用
の
許
可
が
消
滅
す
る
な
ら
ば
、
別
の
目
的
の

た
め
に
流
水
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
新
た
な
目
的
の
た
め
の
新
た
な
流
水
占
用
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。 

 

２ 

日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
発
電
施
設
に
係
る
水
利
権
の
目
的
は
、
水
力
発
電
の
み
と
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
発
電
し
た

電
力
を
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
精
錬
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
関
連
製
品
の
製
造
加
工
に
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
売
電

す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
練
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
関
連
製
品
の
製
造
加
工
の
た
め
の
発
電
か
ら

売
電
の
た
め
の
発
電
へ
と
実
質
的
に
目
的
が
変
更
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
新
た
な
目
的
の
た
め
の
流
水
占
用
の
許
可
が

必
要
と
は
な
ら
な
い
の
か
。
特
定
目
的
の
終
了
ま
た
は
消
滅
、
新
た
に
別
の
目
的
の
流
水
占
用
の
許
可
を
得
る
必
要
性
を

定
め
る
基
準
な
ど
は
あ
る
の
か
。 

 

３ 

日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
発
電
施
設
に
係
る
水
利
権
の
目
的
は
、
水
力
発
電
と
の
み
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
発
電
し
た
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電
力
を
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
精
錬
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
関
連
製
品
の
製
造
加
工
に
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
売
電

す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
同
社
が
売
電
を
主
目
的
と
し
て
発
電
を
行
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
こ
れ
は
河
川
法
第

七
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
い
う
「
詐
欺
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
」
水
利
権
の
許
可
の
付
与
を
得
た
と
し
て
、
水
利

権
の
許
可
の
取
り
消
し
な
ど
が
行
わ
れ
る
か
。
「
詐
欺
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
」
水
利
権
の
許
可
を
得
た
と
い
う
た

め
の
基
準
は
あ
る
か
、
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
水
利
権
の
目
的
が
許
可
申
請
当
時
の
目
的
と
は
実
質
的
に
異
な
っ
て

い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
実
関
係
を
調
査
す
る
た
め
に
も
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
職
員
に
対
し
て
、
河
川
法
第
七
十

八
条
に
基
づ
く
立
入
検
査
を
行
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
本
件
は
「
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
」

に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
判
断
基
準
等
が
あ
れ
ば
、
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


